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1. 分子系統解析により Ste7 ホモログを同定し、機能解析を行った。Ste7 遺伝子
破壊株の形質を評価し、Ste7 が Chk1 経路の上流 MAPKK であり、Ste11-Ste7-
Chk1 カスケードが病原性ならびに有性的・無性的形態形成を制御することを
明らかとした。 
2. 出芽酵母 Fus3/Kss1 経路の活性化に関わる 2 種類の PAK 様キナーゼ、Ste20 な
らびに Cla4 のホモログを分子系統解析により同定し、機能解析を行った。そ
の結果、主に Cla4 が Chk1 経路の上流因子として機能し、病原性、有性的・
無性的形態形成に関与する事を見出した。さらに、Cla4 が極性成長において
重要な役割を持つことを明らかにした 
3. 出芽酵母で PAK 様キナーゼの活性化因子と考えられている Rho ファミリー低
分子量 G タンパク質の内、Cdc42 と Rac1 のホモログを分子系統解析により同
定し、機能解析を行った。その結果、Cdc42 は宿主侵入行動に関与し、Rac1
は侵入器官形成、有性的・無性的形態形成に関与することを明らかにした。 

















要旨公開可能日：   年   月   日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
 
